
=
釜
と
い
ふ
腕
が
あ
る
0

・
神
に
義
経
の
食
物
を
煮
た
径
一
も
あ
る
。
こ
の
中
平
保
元
年
か
ら
入
年
に
京
る
分

-
と
穂
す
る
岩
・
6
の
あ
る
を
以
て
そ
の
名
を
得
る
O

L

に
、
手
保
年
同
之
記
と
題
し
て
四
加
に
し
た
も
の
も

一
キ
ヨ
ウ
バ
ン
京
制

J
キ
ヨ
ウ
マ
ス
京
升
0
ι

あ
る
。

一
キ
ヨ
ウ
ピ
ン
ヨ
ウ
恭
敏
公
加
M
M
務
中
市
第
十
四
-
キ
ヨ
ウ
マ
ス
京
升
京
判
と
も
い
う
た
o
究
機

代
前
制
限
単
は
抑
制
仰
に
よ
り
、
恭
敏
公
と
話
せ
ら
れ
一
三
年
六
月
州
諸
国
秀
吉
の
定
め
た
升
で
、
方
五
寸
、
深

た
。
外
に
仰
式
で
は
松
・
向
院
脱
退
良
秀
大
別
士
と
い
い
さ
ニ
寸
五
分
、
印
ち
積
六
十
二
方
寸
況
の
も
の
で
あ

ふ
0

・

一

っ

た

。

隠

長

九

年

八

月

朔

日

の

務

令

に

『

新

酒

之

事

、

ギ
ヨ
ウ
プ
刑
部
越
殺
到
二
一
州
志
に
問
主
泌
浅
↑
九
月
よ
り
二
泊
ま
で
、
上
々
酒
京
判
一
升
に
付
て
、

生
出
城
祉
の
こ
と
を
郵
い
て
、
『
匙
畢
掛
川
野
村
に
刑
部
一
八
木
一
升
五
合
宛
た
る
べ
き
邸
・
』
と
あ
る
も
の
、
印

と
今
脱
す
る
民
あ
り
。
四
柳
氏
に
て
此
城
主
の
後
と
一
ち
是
で
あ
る
。

い
ふ
な
り
o
』
と
あ
る
が
、
今
刑
邸
は
静
野
に
あ
ら
ず
キ
ヨ
ウ
マ
チ
バ
シ
京
町
橋
金
棒
橋
梁
記
に
、

r
し
て
樽
見
に
跨
る
o
読
し
後
附
移
住
し
た
の
で
あ
ら
一
『
京
町
総
.
茶
屋
町
』
と
あ
る
が
、
今
は
絶
え
た
。
愛

一
う
か
、
或
は
越
資
到
一
一
一
州
志
の
制
限
で
あ
ら
う
o

一
宮
山
一
一
帯
町
に
あ
っ
た
石
橋
で
あ
る
。

ギ
ヨ
ウ
プ
バ
シ
刑
部
穏

4
ア
カ
ネ
ヤ
パ
シ
一
キ
ヨ
ウ
モ
リ
ミ
ヨ
ウ
ジ
ン
京
森
明
紳
鹿
島
郡

茜
屋
橋
o

一
笠
附
に
在
っ
た
小
枇
o
大
伴
家
持
を
組
る
o
位
地
に

キ
ヨ
ウ
ホ
ウ
ギ
プ
ン
事
保
絶
間
三
加
。
苧
保
一
塚
が
あ
っ
て
盟
人
は
家
持
の
的
だ
と
い
う
て
ゐ
る

録
と
同
体
裁
の
雑
記
だ
が
、
序
践
は
な
い
。
巻
末
に
一
が
‘
阿
よ
り
妄
誕
で
あ
る
。

詑
併
七
年
六
足
以
日
部
制
抑
宮
城
氏
と
あ
る
本
が
あ
↑
キ
ヨ
ウ
ユ
キ
ヨ
タ
教
諭
局
前
凶
弾
斑
は
文
政

る
o

一
七
年
春
警
部
局
を
そ
の
隠
様
竹
禅
御
殿
内
に
設
け
、

キ
ヨ
ウ
ホ
ウ
キ
品
ウ
セ
キ
シ
ラ
ベ
寧
保
蚕
跡
調
一
組
闘
中
か
ら
十
二
人
を
探
ん
で
局
員
と
し
た
。
そ
の

享
保
十
年
領
内
村
々
の
醤
跡
等
を
啓
上
げ
し
め
た
も
一
中
杉
野
惚
・
岩
川
崎
照
・
笠
岡
定
惣
は
三
老
、
山
本
守

の
で
、
元
除
・
資
永
の
翻
資
に
次
ぐ
所
の
も
の
で
あ
一
令
・
寺
島
腕
・
太
凶
蛾
一
は
三
才
と
い
は
れ
、
他
の
六

る
が
、
完
全
な
留
掛
は
鱒
は
っ
て
民
な
い
。
一
人
は
・
抑
制
的
方
・
笠
附
以
信
・
抱
普
勝
・
坂
井
克
任
・
松

キ
ヨ
ウ
ホ
ウ
ジ
慶
法
寺
悶
一
京
消
新
附
に
在
つ
一
原
在
之
・
紳
川
保
徒
で
あ
っ
た
。
湾
民
こ
与
に
日
々

て

、

提

宗

東

仮

に

鴎

す

る

。

一

彼

等

を

曾

し

、

政

治

の

得

失

、

施

設

の

先

後

を

論

じ

キ
ヨ
ウ
ホ
ウ
ロ
タ
寧
保
録
七
加
。
一
名
・
比
溺
一
た
が
、
久
し
か
ら
ず
し
て
病
に
縫
っ
て
卒
し
、
敬
一
献

正
記
、
熊
谷
故
直
者
。
元
政
以
降
事
保
年
問
ま
で
の
一
局
も
亦
援
し
た
。

前
出
氏
に
閲
す
る
事
蹴
を
多
く
斡
録
し
、
そ
の
話
者
一
キ
ヨ
ウ
ラ
タ
ジ
慶
祭
寺
鳳
京
都
中
股
に
在
つ

の
名
を
も
母
げ
て
あ
る
。
寛
文
中
の
長
家
に
於
け
る
一
て
、
民
家
東
一
概
に
臨
す
る
。
山
践
は
潮
脅
山
。

浦
野
原
右
衛
門
事
件
も
詳
記
せ
ら
れ
る
o
享
保
九
年
一
キ
ヨ
ウ
ラ
ク
ジ
敬
禦
寺
河
布
部
抽

T

原
に
在
つ

源
惇
信
の
序
が
あ
り
、
惇
信
が
多
少
阪
本
を
改
捌
し
一
て
、
民
宗
束
振
に
臨
す
る
。

た
跡
も
見
え
る
。
徳
川
吉
宗
の
事
を
鶴
い
た
事
保
録
一
キ
ヨ
ウ

9
ツ
杏
立
字
は
士
立
、
活
癖
敏
次
郎
。

と
混
ぜ
し
め
な
い
鎚
に
、
御
閥
事
保
録
と
い
ふ
こ
と
一
凡
山
は
共
の
践
で
あ
る
。
富
山
の
人
。
初
め
大
野
介

キ
ヨ

堂
に
摂
び
、
後
昌
平
震
に
入
り
、
延
滞
・
盟
谷
宕
一
如
環
玉
附
。

l

l

」

陰
を
附
と
し
、
経
皐
に
混
じ
、
印
刷
賦
に
巧
み
で
あ
っ
一
ギ
ヨ
ク
サ
ン
イ
ン
豆
環
院
大
型
寺
務
主
第
十
一

た
。
虫
、
天
保
十
五
年
笛
山
務
の
鑓
に
文
武
の
制
度
一
一
代
前
削
利
平
の
女
某
の
法
獄
。
詳
し
く
は
玉
環
院
一

を
献
策
し
、
文
久
二
年
蹟
徳
簡
の
祭
穏
に
純
じ
、
次
一
妙
貌
白
光
武
女
。

い
で
臨
館
三
年
務
主
前
回
利
岡
の
師
範
と
な
り
、
聾
一
キ
ヨ
タ
シ
ゼ
ン
シ
キ
極
死
蕃
色
一

m
m
o
加
府

名
閤
務
を
隠
し
た
。
是
に
於
い
て
四
年
加
賀
滞
は
之
一
片
岡
乞
色
粁
復
砲
と
綿
布
し
て
あ
る
。
町
人
戸
水
屋

を
聴
し
て
食
緑
百
石
を
奥
ヘ
、
明
倫
設
教
授
加
入
と
一
醤
兵
衛
が
妓
古
今
と
、
同
川
法
応
河
原
に
情
死
し
た

し
た
の
で
、
立
は
鑓
に
暴
政
に
就
き
て
建
践
す
る
腕
一
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
、
こ
の
情
死
は
苧
保
十
六
年

多
か
っ
た
。
明
治
二
年
十
一
月
前
回
家
編
純
方
顕
取
一
回
周
回
目
で
あ
っ
た
。
文
武
の
入
文
字
髭
張
。
で
あ

と
な
b
、
以
て
九
年
十
一
周
に
主
っ
た
が
、
後
郷
に
一
る
の
が
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。
題
名
は
守
v
死
議
v

遊

間
四
り
、
十
八
年
五
周
夜
し
た
。
年
六
十
八
。
凡
山
地
一
と
い
ふ
訴
に
倣
う
て
、
生
命
を
愛
に
代
へ
た
と
い
ふ

集

が

あ

る

。

一

の

で

あ

る

。

キ
ヨ
Z

ン

患

遺

J
サ
イ
ダ
ヤ
キ
ヨ
エ
y
才
一
ギ
ヨ
タ
シ
ユ
ウ
プ
ン
シ
ユ
ウ
玉
淵
文
集
三
十

問

屋

幕

議

。

一

加

。

紀

伊

の

人

谷

弁

敏

英

者

。

者

宥

は

少

年

よ

り

金

キ
ヨ
カ
ネ
清
金
石
川
郡
中
奥
郷
に
邸
す
る
部
一
〈
聾
者
で
あ
っ
た
が
、
県
に
志
す
こ
と
深
く
、
最
も

宮

市

。

一

詩

文

を

行

る

に

敏

泌

で

あ

っ

た

o
m年
金
制
仰
に
刊
遊

キ
ヨ
カ
ネ
ヤ
ヲ
ク
コ
清
金
屋
幾
乎
金
持
の
俳
一
し
、
楠
部
屋
芸
議
の
家
に
止

0
.
嘗
て
作
っ
た
波
文

人
。
大
坂
屋
嵐
山
に
製
び
、
課
題
又
は
小
春
庵
と
穂
一
百
七
十
紙
、
七
番
古
詩
六
品
目
、
一
点
目
百
排
作
十
二
肉
、

し
、
後
元
禄
の
昔
小
春
の
有
し
た
白
鴎
鷲
の
額
を
そ
一
七
言
律
問
河
三
十
六
首
を
集
め
、
日
同
日
以
胤
の
序
を

の
子
孫
か
ら
龍
受
け
て
‘
白
隠
溺
二
代
を
窮
し
た
o

J
獄
、
文
化
十
三
年
秋
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。

文

政

以

前

の

人

。

ギ

ヨ

タ

ジ

ユ

ポ

ウ

・

豆

寝

坊

mm咋
榔
鶴
谷
に
在

キ
ヨ
タ
オ
ウ
ザ
ツ
シ
旭
観
雑
志
水
戸
浪
士
の
る
。
日
迷
宗
に
鴎
し
、
妙
成
寺
の
増
刷
で
、
天
正
十

越
前
戟
賀
に
於
い
て
加
賀
滞
に
設
降
し
た
事
件
が
終
二
年
玉
議
院
日
妙
の
側
放
に
係
る
。

局
し
た
後
、
監
軍
永
原
茜
七
郎
以
下
十
四
人
の
編
集
ギ
ヨ
タ
シ
ョ
ウ
イ
ン
玉
彰
院
大
山
南
寺
滞
主
窮

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
執
録
し
た
の
は
石
諜
堅
三
郎
九
代
前
倒
利
之
の
子
遁
消
滋
の
法
焼
。
詳
し
く
は
玉

と
蹄
山
仙
之
助
と
で
あ
る
。
浪
士
が
筑
波
山
に
場
兵
彰
院
光
躍
宗
民
意
子
。

し
て
か
ら
、
京
都
へ
上
る
鎚
に
行
軍
し
た
聞
の
日
々
ギ
ヨ
タ
シ
ョ
ウ
イ
ン
玉
照
院
大
塔
寺
務
中
一
筋

の
行
動
を
、
浪
士
自
身
の
日
記
に
よ
っ
て
集
録
し
た
十
四
代
前
倒
利
也
の
側
室
玉
木
氏
。
法
焼
。
詳
し
〈

も
の
で
、
元
治
元
年
六
用
十
九
日
か
ら
、
翌
年
正
周
は
玉
照
院
妙
映
日
樹
大
姉
。

九
日
ま
で
に
捗
っ
て
ゐ
る
o

ギ
ヨ
タ
シ
ョ
ウ
ジ
豆
照
寺
羽
咋
都
千
勝
に
在

ギ

ヨ

ク

コ

ウ

豆

香

っ

て

翼

宗

東

援

に

臨

す

る

。

梅

嶺

玉

香

。

ギ

ヨ

タ

ズ

イ

豆

髄

J
メ
ノ
ウ
璃
強
。

ギ

ヨ

タ

ヨ

ウ

キ

ヨ

タ

ス

ウ

テ

イ

シ

ョ

ウ

ダ

イ

ヤ

タ

極

設

定

象

I
tハ
イ
レ
イ
ギ
ヨ
グ
コ
ウ

豆
岡

4--
ヨ
ザ
y
ギ
ヨ
グ
コ
ウ

二
四
三


